
　

東
大
阪
市
防
災
会
議
の
メ

ン
バ
ー
に
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
同
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い

て
説
明
す
る
た
め
同
市
役
所

で
５
日
、
平
成
23
年
度
初
め

た
。
東
南
海
・
南
海
地
震
は

連
動
し
て
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
Ｍ
９
・
０
以
上
の

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
大
阪

湾
に
５
ｍ
超
の
津
波
が
押
し

寄
せ
、
大
阪
平
野
が
水
没
す

る
と
い
う
予
想
も
あ
る
た
め
、

市
も
津
波
の
被
害
を
全
く

受
け
な
い
と
は
言
い
が
た
く
、

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い

う
想
定
を
し
た
う
え
で
、
計

画
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
ま

た
、
６
月
８
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
シ
ス

テ
ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
出
席

者
か
ら
は
、
同
市
に
お
け
る

津
波
被
害
の
詳
し
い
情
報
や

液
状
化
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
っ
た
。
最
後
に
、
関
西
電

力
㈱
や
大
阪
ガ
ス
㈱
な
ど
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
復
旧
支
援
の
状
況
や
対
応

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

野
田
市
長
は
「
今
回
の
東

日
本
大
震
災
は
、
想
定
外
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
本
市

と
し
て
も
東
南
海
地
震
や
集

中
豪
雨
時
に
地
震
が
起
き
た

場
合
な
ど
想
定
外
を
想
定
し

て
防
災
計
画
を
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
専
門

家
も
津
波
の
被
害
は
本
市
に

も
影
響
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
前
提
で
対
応
し
、

府
や
国
と
も
協
議
し
て
、
地

域
間
連
携
も
行
い
、
市
民
の

安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
て
い

た
。

　

今
後
は
国
や
府
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
同
計
画
の
改
正

を
す
る
予
定
。

第
１
回 
東
大
阪
市
防
災
会
議
開
催

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
の
防
災
会
議
が
開
か
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
同
市
が
地

域
防
災
計
画
を
作
成
し
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
や
市
域
に

発
生
し
た
災
害
に
関
す
る
情

報
を
収
集
す
る
た
め
設
置
。

野
田
義
和
市
長
を
会
長
と
し
、

副
市
長
や
各
部
局
長
、
中
須

賀
剛
三
郎
・
大
阪
府
八
尾
土

木
事
務
所
長
、
和
久
光
・
同

地
域
防
災
監
、
松
下
茂
・
西

日
本
電
信
電
話
㈱
大
阪
東
支

店
設
備
部
長
、
大
濱
進
彦
・

東
大
阪
市
消
防
団
長
ら
42
人

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
哀

悼
の
意
を
表
し
、
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。
続
い
て
会
長
で

あ
る
野
田
市
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
会
長
で
あ
る
野
田
市

長
が
議
長
と
な
っ
て
会
議
が

始
ま
っ
た
。（
写
真
）

　

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
事

務
局
が
東
日
本
大
震
災
に
対

す
る
東
大
阪
市
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
地
震

発
生
直
後
（
３
月
11
日
）
に

市
長
が
市
役
所
幹
部
を
招
集

し
て
「
部
局
長
連
絡
会
議
」

を
開
会
し
、
14
日
に
は
市
長

を
本
部
長
と
す
る
「
東
大
阪

市
災
害
支
援
対
策
本
部
」
を

設
置
し
た
こ
と
や
市
職
員
が

現
地
へ
赴
き
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、
支

援
物
資
を
搬
送
し
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
続
い

て
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
た
東
大
阪
市
地
域
防
災
計

画
の
修
正
事
項
と
東
大
阪
市

の
最
近
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
っ

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
、
本
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

国
難
と
も
言
え
る
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
改
め
ま
し
て
、
被
災
に

あ
わ
れ
ま
し
た
方
々
と
そ
の

ご
家
族
に
対
し
ま
し
て
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
被
災
地
へ
の
支
援
と

市
民
の
立
場
に
立
っ
た

市
政
運
営
の
実
現
に
努
力

東
大
阪
市
議
会
議
長　

横 

山 

純 

児

　

地
域
の
あ
ゆ
み
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
東
大
阪
市
立
郷

土
博
物
館（
同
市
上
四
条
町
）

で
平
成
23
年
度
テ
ー
マ
展
示

「
中
地
区（
Ｃ
・
Ｄ
地
域
）の

埋
蔵
文
化
財
」
が
10
月
２
日

ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
ま
で
。
月
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
は
休
館（
但
し
、７
月
18

日
、９
月
19
日
は
開
館
）。
観

覧
料
は
一
般
50
円
、高
校
・

大
学
生
30
円
、
小
・
中
学
生

20
円
。

　

同
市
は
Ａ
〜
Ｇ
の
７
つ
の

地
域
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
テ
ー
マ
展
示
で
は
市

の
中
央
部
分
（
恩
智
川
西
側

か
ら
大
阪
中
央
環
状
線
ま
で

の
地
域
）
に
あ
た
る
Ｃ
・
Ｄ

中
地
区（
Ｃ
・
Ｄ
地
域
）の

埋
蔵
文
化
財
展
東大阪市

し
て
、
全
議
員
に
よ
る
義
援

金
送
付
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、市
議
会
は
、議
会
の

役
割
で
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
果
た
す
た
め
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
予
算
案
の
内
容

な
ど
を
吟
味
・
精
査
し
、様
々

な
指
摘
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

実
例
と
し
ま
し
て
は
、
ま

ず
「
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

費
補
助
金
」
の
申
請
者
数
が

当
所
の
予
算
枠
を
超
え
た
た

め
、
翌
年
申
請
を
受
け
付
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う

に
予
算
の
拡
充
を
指
摘
し
、

１
０
０
０
万
円
か
ら
２
０
０

０
万
円
へ
と
予
算
倍
増
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
の
暫
定
予
算
案

に
お
い
て
も
、
安
全
・
安
心

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
す

る
市
長
か
ら
の
提
案
が
、
小

学
校
の
警
備
時
間
を
２
時
間

縮
小
さ
せ
る
考
え
ら
れ
な
い

予
算
案
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

従
来
ど
お
り
朝
８
時
か
ら
夕

方
５
時
ま
で
児
童
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
暫
定
予
算

な
が
ら
も
通
年
の
経
費
と
す

る
増
額
修
正
可
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
妊
産
婦
健
康
診

査
の
助
成
額
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
臨
時
会
の
委
員
会
審

議
の
中
で
、
４
月
実
施
の
当

所
計
画
を
６
月
実
施
に
遅
延

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
４
月

に
遡
及
し
て
実
施
す
べ
き
と

の
指
摘
を
行
い
、
是
正
す
る

と
の
答
弁
を
得
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
議
会
は
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
精
査

・
指
摘
を
行
い
、
よ
り
良
い

市
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、

市
民
の
皆
様
の
生
活
向
上
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
い
時
節
に
あ
っ

て
、
電
力
事
情
に
よ
る
節
電

も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
体
調
管
理
に

ご
注
意
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願

い
ま
し
て
、
暑
中
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
11
日
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、

多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
お
見
舞
い
と
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
震
発
生
時
よ
り
、
初
動

の
遅
れ
、
危
機
管
理
体
制
の

不
十
分
さ
を
露
呈
し
、
月
日

が
経
過
し
て
い
る
現
在
で
も

被
災
者
の
皆
様
に
は
、
困
窮

な
生
活
が
強
い
ら
れ
て
お
り
、

１
日
で
も
早
く
安
定
す
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
政
治
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は

重
要
な
政
策
課
題

衆
議
院
議
員　

西 

野 

あ
き
ら

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま

だ
に
震
災
復
旧
や
原
発
事
故

処
理
に
成
果
が
上
が
ら
な
い

菅
内
閣
、
延
命
を
図
る
為
、

国
会
を
70
日
間
延
長
さ
せ
た

以
上
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
、
本
格
的
な
支
援
策
を

し
っ
か
り
取
り
組
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
被
災
地
の
み
な

ら
ず
、
未
曾
有
の
困
難
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
震
災
後
、

生
産
・
消
費
の
停
滞
が
続
き
、

製
造
業
で
は
部
品
不
足
が
自

動
車
産
業
等
に
影
響
し
、
生

産
減
少
が
続
き
ま
し
た
。
わ

ず
か
に
持
ち
直
し
て
は
お
り

ま
す
が
、
電
力
不
足
が
復
興

の
妨
げ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

関
西
電
力
も
定
期
点
検
を
終

え
た
原
子
力
発
電
を
再
稼
働

の
目
安
が
つ
か
ず
電
力
不
足

に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

一
律
15
％
程
度
の
節
電
を
要

請
し
て
お
り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
重
要

な
政
策
課
題
で
す
。
昨
年
、

決
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
を
白
紙
に
戻
し
、
新
た

な
計
画
を
年
末
ま
で
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
中
で
、

重
要
な
の
は
、
全
国
で
54
基

あ
る
原
発
の
扱
い
と
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
で
す
。

　

現
状
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
は

高
く
、
さ
ら
に
太
陽
光
や
風

力
に
よ
る
発
電
は
天
気
任
せ

で
不
安
定
で
す
。
発
電
が
多

い
程
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

電
気
の
供
給
が
必
要
で
す
。

　

解
決
策
は
、
蓄
電
池
で
す
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
が
高
い
の

で
、
研
究
開
発
を
推
進
し
て

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

る
べ
き
で
す
。
そ
の
間
、
送

電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や

多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
計
画
的
に
進

め
、10
年
、20
年
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
が
、
安
定
的
で
ク

リ
ー
ン
で
安
い
も
の
と
な
る

よ
う
土
台
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
経
済
の
再
生
・
財

政
・
外
交
等
々
、
喫
緊
の
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
重
要
な

諸
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
の
代
表
と
し

て
、
皆
様
の
期
待
に
添
う
べ

く
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

暑
さ
厳
し
い
日
が
続
き
ま
す
。

節
電
等
々
で
御
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
御
身
御
自
愛
の

上
、
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

所
感
の
一
端
と
致
し
ま
す
。

10月2日まで

地
域
の
文
化
財
を
紹
介
。
館

内
に
は「
ム
ラ
の
く
ら
し
」と

「
墓
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
Ｃ
・
Ｄ
地
域
で
発

見
さ
れ
た
土
器
や
木
製
品
と

い
っ
た
文
化
財
や
解
説
パ
ネ

ル
な
ど
約
90
点
を
展
示
し
て

い
る
。（
写
真
）

　
「
ム
ラ
の
く
ら
し
」コ
ー
ナ

ー
で
は
、
水み

ず
は
い走
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
縄
文
時
代
の
深
鉢

（
縄
文
土
器
）
や
石せ

き
ぞ
く鏃
（
石
製

品
）、
瓜う

り
ゅ
う
ど
う

生
堂
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
弥
生
時
代
の
壷
（
高

さ
約
90
㎝
、
弥
生
土
器
）
や

鍬（
木
製
品
）な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
西
岩

田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
墳

時
代
の
甕か

め

（
土は

じ

き

師
器
）、
瓜
生

堂
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
奈
良

・
平
安
時
代
の
皿
（
土
師
器
）、

若
江
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
鎌

倉
・
室
町
時
代
の
下
駄
や
鬼

瓦
な
ど
が
並
び
暮
ら
し
の
移

り
変
わ
り
を
学
べ
る
。

　

ま
た
「
墓
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
瓜
生
堂
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
弥
生
時
代
の
土
器
棺
や

甕
、
古
墳
時
代
の
円
筒
埴
輪

（
高
さ
約
50
㎝
）、
水
走
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
鎌
倉
・
室
町

時
代
の
皿
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

中
西
副
館
長
は
「
弥
生
人

が
ヘ
ラ
状
の
工
具
な
ど
を
使

っ
て
シ
カ
や
竪
穴
住
居
を
描

い
た
鉢
や
壷
な
ど
当
時
で
も

珍
し
い
弥
生
土
器
を
展
示
し

て
い
る
」
と
今
回
の
テ
ー
マ

展
示
の
見
所
を
話
し
て
い
た
。

　

郷
土
博
物
館
へ
は
、
近
鉄

奈
良
線
瓢
箪
山
駅
下
車
、
南

東
へ
約
１
・
３
㎞
。

　

東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
公

認
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
完
成
し

た
。（
写
真
）

　

同
会
で
は
、
認
証
店
に
表

示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
公
募
し
た
と
こ
ろ
15
件

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
市
内
在
住
の
今
井
友
海

さ
ん（
19
、
大
学
生
）の
デ
ザ

イ
ン
に
決
定
し
た
。

　

今
後
、
会
員
の
目
印
と
し

て
、
の
ぼ
り
と
と
も
に
こ
の

ス
テ
ッ
カ
ー
「
東
大
阪
カ
レ

ー
パ
ン
会
会
員
の
店
」
を
会

員
の
パ
ン
事
業
者
の
店
頭
等

に
表
示
し
、
同
会
の
ア
ピ
ー

ル
に
役
立
て
て
い
く
。

東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
完
成



　

コ
エ
ダ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
６
月

25
日
、
八
尾
市
文
化
会
館
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光

町
２
）
の
和
室
で
行
わ
れ
た
。

主
催
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
エ

ダ
の
小
枝
淳
さ
ん（
58
）。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
抹
茶

と
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、

愛
功
亭
小
枝
と
い
う
芸
名
で

ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
小
枝
さ
ん
の

落
語「
道
具
屋
」に
耳
を
傾
け

た
。

　
「
２
回
、３
回
と
こ
の
先
も

サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
き
た
い
。

落
語
を
中
心
に
、次
回
は
手

打
ち
蕎
麦
な
ど
を
す
る
予
定

で
す
」と
小
枝
さ
ん
。コ
エ
ダ

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ

ロ
ン
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
小
枝
淳
さ

ん（
０
９
０

−

４
９
０
７

−

５
０
０
９
）へ
。

　

仕
事
帰
り
に
気
の
合
う
仲

間
と
寄
り
た
く
な
る
居
酒
屋

が
八
尾
に
あ
る
。
志
紀
駅
か

ら
徒
歩
約
10
分
、
あ
け
ぼ
の

商
店
街
に
あ
る「
な
み
な
み
」

（
八
尾
市
八
尾
木
５

−

１
２

１
）
だ
。

　

浪
岡
寿
樹
さ
ん
と（
43
）

奥
さ
ん
の
き
よ
み
さ
ん（
44
）

が
明
る
く
迎
え
て
く
れ
る
。

同
級
生
の
お
し
ど
り
夫
婦
で

有
名
な
浪
岡
夫
妻
と
話
し
て

い
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
元
気
に
な
る
。

　

家
族
連
れ
も
多
く
、
店
は

温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
る
。
刺
身
か
ら
焼
き
物
ま

で
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
。
型
に

は
ま
り
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
の

を
避
け
て
、
あ
え
て
「
お
す

す
め
料
理
」
は
な
い
。
焼
酎

の
品
揃
え
が
多
く
、
焼
酎
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
。

　

営
業
時
間
は
17
〜
23
時
、

火
曜
定
休
日
。
電
話
０
７
２

−

９
３
４

−

５
２
４
１
。

小枝淳さん（前列左から３人目）の人柄に引き寄せられ
て集った参加者

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

コ
エ
ダ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ロ
ン 

の

抹
茶
と
落
語
で

「
な
み
な
み
」

あ
け
ぼ
の

商
店
街

お
し
ど
り
夫
婦
の
居
酒
屋

大
阪
教
育
大
学
絵
画
塑
像
実
習
Ⅲ
受
講
生
に
よ
る

「ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 

ｒ
ｅ
ｖ
ｉｅ
ｗ 

言
葉
の
雨
は
絵
画
の
下
地
」展

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
大

阪
教
育
大
学
の
開
講
科
目
で

あ
る
絵
画
塑
像
実
習
Ⅲ
受
講

生
が
、
互
い
の
絵
画
作
品
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
分
析
し

な
が
ら
自
己
を
深
め
、
そ
の

結
果
を
作
品
と
し
て
展
示
。

　
「
こ
の
機
会
を
通
じ
、こ
れ

ま
で
の
自
分
の
作
品
を
見
つ

め
な
お
し
今
後
の
制
作
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と

出
品
者
は
考
え
て
い
る
。

日
時
▽
７
月
19
日
㈫
〜
21
日

㈭
10
時
〜
18
時
（
初
日
は
12

時
〜
18
時
）

会
場
▽
大
阪
教
育
大
学
柏
原

キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
２
階

大
ホ
ー
ル
（
近
鉄
大
阪
線
大

阪
教
育
大
前
下
車
、
徒
歩
15

分
）

出
品
者
▽
絵
画
塑
像
実
習
Ⅲ

受
講
生
（
岩
井
珠
実
、植
田

蛍
子
、木
平
千
尋
、西
野
麻
侑
、

松
本
静
香
、百
合
野
美
沙
子
）


